
桜の花がさきほころびる春を迎えました。

新たな出会いのある新学期です。うれしいふれあ

いが生まれますね。

今月のおすすめ

『くまさん』

絵：まどみちを

作：ましませつこ

出版社：こぐま社

『たんぽぽ』

平山和子／ぶん・え
福音館書店

春４月を楽しもう

コロナが落ち着くまではＲホールでの乳幼児親子の読み聞かせ会はおやすみです

ご連絡ごとはこちらへ。

℡0858-22-0351

かぜにゆれるたんぽぽ、どんな花だったか
な？

小さなお子さまから楽しめる科学絵本です。

倉吉にお住まいのかわにしよしとさんの人気の

絵本です。

プレゼントにも使わせていただいていますが、

みなさんに喜ばれお子さんたちがくぎづけ……編
集者さん、作家さんのご協力をいただき、この絵

本を動画にして、ホープページにアップしていき

ますのでご覧ください。

お母さまの生の声が一番です。読み手が違うと

絵本の持ち味も違ったものになり、十人十色の

楽しみが生まれます。

絵本の力

『いろいろくにのいろいろさん』
作・絵：かわにしよしと

出版社：鈴木出版

「たべることはぐくむこと 食育」

管理栄養士 石賀安枝さん

日本海新聞で新連載開始です。

1月より新掲載始まりました。
「たべることははぐくむこと」ご覧ください。

現在のウクライナとロシアの戦いからおもうところを娘が伝えてくれました。

「幼少期の肥やしほど大切なものはないね。

絵本で言うと何時も頭の片隅にある大好きな絵本 『はちうえはぼくにまかせて』

は、あの緑おいしげってしまうくらいのお風呂で生活したいとドリームハウスに託す

ひとコマ。 ～中略～ 木彫りのパンチネロのおはなし『たいせなきみ』の絵本は、

今のSNS時代をわかりやすく表しているなと思う作品。
絵本は深いね。～中略～

絵本（幼い時）からのフラットな世界観を創生させることが平和を後世へ繋ぐ一番

の貢献だと思う。」と教えてくれました。

幼少期の読み聞かせが、大人になってもいつまでも心に残り出くわす場面で思

いをつのらせることを改めて伝えてもらい、絵本の力に感謝を覚えました。

「はるがきて めがさめて くまさん ぼんや
り かんがえた さいているのは たんぽぽ

だが ええと ぼくは だれだっけ だれだっ

け。」
春の喜びとくまさんのうれしさが詩になって

います。

なごみママ


